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火 

●
期
末
考
査 

知
名
中
説
明
会

水 

●
期
末
考
査 

田
皆
中
説
明
会

木�

●
期
末
考
査

　 

進
路
ガ
イ
ダ
ン
ス

金�土�

進
研
記
述(

全
普)

日�

進
研
記
述(

３
普) 

英
検
二
次

　 

開
陽
ス
ク
ー
リ
ン
グ

月 

全
校
朝
礼(

服
装
容
儀
検
査)

　 

期
末
追
考
査

火�水�

学
校
保
健
・
衛
生
委
員
会

木 

安
全
点
検
日

金�土�

大
島
郡
大
会

日�

大
島
郡
大
会

 

　
開
陽
ス
ク
ー
リ
ン
グ

月�

Ｓ
Ｈ
Ｒ
　
学
年
会

 

　
校
内
自
主
検
査

火�水�

運
営
委
員
会

木�

職
員
会
議

　 

交
通
安
全
の
日

金�

終
業
式

 

　
３
年
進
路
検
討
会

　 

Ｐ
Ｔ
Ａ
評
議
委
員
会

 

　
字
生
活
指
導
協
議
会

土�日�

開
陽
ス
ク
ー
リ
ン
グ

月�火�

期
末
考
査
事
後
指
導

    

夏
課
外
前
期
開
始

水�

小
論
文
ガ
イ
ダ
ン
ス
（
３
全
・
職
員
）

木�

定
期
委
員
監
査

金�土�

知
名
町
夏
祭
り
補
導

日 

知
名
町
夏
祭
り
補
導

月�火�水�

３
年
二
輪
車
安
全
運
転
講
習
会

木�

２
年
二
輪
車
安
全
運
転
講
習
会

　 

前
期
課
外
終
了

　 

３
年
小
論
模
試
・
職
員
小
論
研
修

文
化
祭(

６
月
　
日
　

於
　

あ
し
び
の
郷
）

　 

生
徒
会
文
化
部
長
　
有
川 

朝
陽

  

県
総
体
に
全
力
を
注
ぎ
、
３
年
生
は
引
退
を

迎
え
た
。
現
在
は
２
名
と
い
う
少
な
い
人
数
な

が
ら
も
、
９
月
に
川
内
で
行
わ
れ
る
新
人
大
会

に
向
け
日
々
練
習
に
励
ん
で
い
る
。

　
陸
上
は
自
分
と
の
戦
い
で
あ
る
。
練
習
す
る

の
も
自
分
で
あ
り
、
勝
敗
を
決
め
る
の
も
自
分

の
努
力
次
第
で
あ
る
。
３
年
生
が
引
退
し
、
競

い
合
え
る
人
が
い
な
く
な
り
、
本
当
に
自
分
と

の
戦
い
が
始
ま
っ
た
と
感
じ
る
。

　
キ
ャ
プ
テ
ン
に
な
っ
た
今
、
３
年
生
が
創
り

上
げ
て
き
た
雰
囲
気
や
伝
統
を
、
更
に
良
く
し

て
い
け
る
よ
う

に
、
責
任
を
持

っ
て
頑
張
り
た

い
。
そ
し
て
こ

れ
か
ら
も
顧
問

の
先
生
、
コ
ー

チ
の
方
々
や
親

に
感
謝
の
気
持

ち
を
忘
れ
ず
に

活
動
し
て
い
き

た
い
。
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１
年
３
組
紹
介
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第
　
回
演
奏
会
は
、
小
林
先
生
の
ご
指
導
の

も
と
、
あ
し
び
の
郷
で
盛
大
に
開
催
さ
れ
た
。

　
第
一
部
で
は
、
７
月
　
日
の
県
高
校
吹
奏
楽

コ
ン
ク
ー
ル
の
自
由
曲
で
あ
る
「
お
も
い
の
こ

と
の
は
」
を
中
心
に
演
奏
し
た
。
前
半
の
締
め

く
く
り
は
、
城
ケ
丘
中
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
部
と
の

合
同
演
奏
だ
。
大
勢
の
サ
ッ
ク
ス
と
吹
奏
楽
で

奏
で
る
音
色
は
、
演
奏
す
る
側
に
と
っ
て
も
観

客
側
に
と
っ
て
も
新
鮮
な
響
き
と
な
っ
た
の
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
第
二
部
で
は
ポ
ッ
プ
ス
を
中
心
に
演
奏
し
た
。

１
年
生
の
ダ
ン
ス
に
続
き
、
サ
ザ
エ
さ
ん
一
家

に
扮
し
た
生
徒
た
ち
の
登
場
で
ス
テ
ー
ジ
を
盛

り
上
げ
た
。
３
年
生
は
「
た
し
か
な
こ
と
」
を

思
い
を
込
め
て
ソ
ロ
を
演
奏
し
た
。
ア
ン
コ
ー

11

16

　
１
年
３
組
は
男
子
　
名
、
女
子
　
名
、
１
学

年
で
最
も
人
数
が
多
い
。
担
任
は
商
業
の
真
子

先
生
、
副
担
任
は
保
健
体
育
の
林
先
生
だ
。
個

性
豊
か
な
仲
間
達
で
、
元
気
良
す
ぎ
る
の
が
た

ま
に
傷
だ
け
ど
、
授
業
中
、
休
み
時
間
、
毎
日

が
賑
や
か
だ
。
ま
た
男
女
を
問
わ
ず
仲
が
良
く
、

と
て
も
親
し
み
や
す
い
。
商
業
科
は
今
の
時
期
、

検
定
や
期
末
試
験
を
控
え
て
忙
し
い
。
次
の
ビ

ジ
ネ
ス
文
書
実
務
検

定
試
験
に
備
え
て
、

朝
課
外
、
授
業
と
日

々
熱
心
に
取
り
組
ん

で
い
る
。
ま
た
、
ほ

と
ん
ど
の
生
徒
が
部

活
動
に
入
っ
て
お
り
、

結
果
を
出
そ
う
と
真

剣
に
努
力
し
て
い
る
。

こ
の
ク
ラ
ス
は
３
年

間
変
わ
ら
ず
一
緒
な

の
で
、
個
性
あ
ふ
れ

る
仲
間
達
と
行
事
を

と
お
し
て
絆
を
深
め

て
い
き
た
い
。
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57

「せりよさ」は沖永良部島の古名

 (

委
員
長 

山
田 

桃
香)
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第
　
回
文
化
祭
の
テ
ー
マ
は
、
「
輪
～
一
瞬

の
今
　
一
生
の
記
憶
～
」
。
例
年
と
違
う
大
舞

台
を
も
の
と
も
せ
ず
、
書
道
部
の
素
晴
ら
し
い

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
で
幕
を
開
け
た
。

　
午
前
の
部
は
、
琉
球
國
祭
り
太
鼓
の
観
客
を

魅
了
す
る
力
強
い
演
技
。
続
い
て
２
年
１
組
・

２
組
に
よ
る
か
わ
い
ら
し

い
衣
装
や
個
性
的
な
ダ
ン

ス
で
、
会
場
は
和
や
か
な

笑
顔
に
あ
ふ
れ
た
。
３
年

生
の
舞
台
は
さ
す
が
だ
っ

た
。
３
組
は
ダ
ン
ス
中
心

の
学
校
生
活
を
描
い
た
劇

で
、
笑
い
の
中
に
友
情
の

深
さ
を
感
じ
ら
れ
る
内
容

だ
っ
た
。
１
組
は
受
験
に

立
ち
向
か
う
男
子
の
物
語

で
、
黄
色
い
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
か
ら
次
々
に
出
る

ギ
ャ
グ
に
、
会
場
は
笑
い
の
渦
に
包
ま
れ
た
。

　
昼
食
時
間
は
、
ホ
ワ
イ
エ
に
展
示
さ
れ
た
作

品
を
鑑
賞
す
る
人
た
ち
で
あ
ふ
れ
か
え
っ
た
。

１
年
１
組
の
手
形
＆
ち
ぎ
り
絵
、
２
組
の
爪
楊

枝
ア
ー
ト
、
３
組
の
モ
ザ
イ
ク
ア
ー
ト
、
２
年

３
組
の
写
真
ア
ー
ト
な
ど
、
各
学
級
が
趣
向
を

凝
ら
し
、
和
気
あ
い
あ
い
と
取
り
組
ん
だ
姿
が

感
じ
ら
れ
た
。
書
道
作
品
は
、
集
中
す
る
制
作

者
の
顔
が
浮
か
び
、
見
て
い
る
人
を
感
動
さ
せ

た
。
一
方
ホ
ー
ル
で
は
、
バ
ン
ド
・
ダ
ン
ス
・

漫
才
の
各
グ
ル
ー
プ
が
、
躍
動
感
と
達
成
感
あ

ふ
れ
る
演
技
を
し
て
く
れ
た
。

 
 

午
後
か
ら
の
吹
奏
楽
部
と
エ
イ
サ
ー
部
は
と

も
に
迫
力
あ
る
美
し
い
発
表
で
感
動
を
も
た
ら

し
た
。
そ
し
て
３
年
２
組
の
劇
は
わ
か
り
や
す

く
コ
ミ
カ
ル
で
、
あ
り
の
ま
ま
生
き
て
い
け
ば

良
い
と
い
う
気
持
ち
が
伝
わ
っ
た
。

 
 

本
年
度
は
、
体
育
館
工
事
で
知
名
町
文
化
ホ

ー
ル
に
は
多
大
な
御
協
力
を
頂
い
た
。
収
容
人

数
の
関
係
で
平
日
開
催

と
な
っ
た
が
、
保
護
者

の
方
々
の
支
え
も
あ
り
、

今
年
も
ま
た
一
人
一
人

が
輝
き
、
と
て
も
活
気

あ
る
文
化
祭
を
創
り
上

げ
る
こ
と
が
で
き
た
。

深
く
感
謝
し
た
い
。

101

105
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吹
奏
楽
部
定
期
演
奏
会(

６
月
　
日)

　
　
部
長
　
久
保 

美
早
樹
　

 

７
月
行
事
予
定
表

19:00

51

ル
曲
は
「
小
さ
な
恋
の
歌
」
と
、
毎
年
恒
例
の

「
夏
色
」
。
観
客
の
手
拍
子
に
包
ま
れ
な
が
ら

演
奏
を
終
え
た
。

　
最
後
に
、
御
来

場
頂
い
た
皆
様
、

城
ケ
丘
中
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
部
の
方
々
、

楽
器
運
搬
に
ご
協

力
頂
い
た
生
徒
の

皆
さ
ん
、
日
頃
よ

り
沖
高
吹
奏
楽
部

の
活
動
を
ご
支
援

頂
い
て
い
る
皆
様

方
に
心
よ
り
感
謝

し
ま
す
。
本
当
に

あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

　
今
年
度
は
１
年
生
に
対
し
て
、
沖
永
良
部
島

に
関
す
る
「
文
化
・
芸
能
」
、
「
歴
史
・
未
来
」
、

「
自
然
・
地
理
」
、
「
産
業
・
経
済
」
の
４
講

座
を
開
講
し
た
。
講
師
に
は
田
中
和
夫
氏
、
平

山
里
島
氏
、
東
進
一
郎
氏
、
古
村
英
次
郎
氏
の

４
名
を
お
招
き
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
そ
れ
ぞ

れ
の
分
野
で
活
躍
さ
れ
て
い
る
方
々
の
講
演
を

聞
き
、
生
徒
た
ち
も
良
い
刺
激
を
受
け
た
よ
う

で
あ
る
。
そ
れ
で
は
、
生
徒
の
感
想
文
か
ら
抜

粋
さ
せ
て
い
た
だ
く
。

「
沖
永
良
部
の
一
番
の
魅
力
は
な
ん
と
い
っ
て

も
『
自
然
』
で
す
。
そ
の
中
で
沖
永
良
部
に
し

か
洞
く
つ
は
こ
ん
な
に
な
い
と
初
め
て
知
り
ま

し
た
。
沖
永
良
部
は
サ
ン
ゴ
で
で
き
て
い
る
と

知
っ
て
い
ま
し
た
が
、
水
が
硬
水
で
洞
く
つ
内

の
あ
の
景
色
が
で
き
る
の
に
は
、
何
百
万
年
も

の
月
日
が
必
要
と
知
り
ま
し
た
。
」

「
正
直
、
方
言
は
分
か
ら
な
い
部
分
が
多
か
っ

 31　30　29　28　27　26　25　24　23　　　22　21　20　19　　　　　　 　18　　　17　16　15　　　14　　　13　12　 11    10　９　８　　　 ７　　　６　５　４　　　 ３　２　１

第
　
回
沖
高
立
志
塾(

５
月
　
日)

　
県
総
体
は
部
活
動
生
に
と
っ
て
３
年
間
の
総

決
算
で
あ
る
。
試
合
経
験
の
少
な
い
中
、
生
徒

は
今
持
っ
て
い
る
す
べ
て
の
力
を
出
し
切
っ
て

頑
張
っ
て
く
れ
た
。
そ
の
中
で
陸
上
部
の
東
さ

ん
が
砲
丸
投
げ
で
入
賞
し
、
南
九
州
大
会
に
出

場
し
た
。
他
の
部
の
結
果
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

た
の
で
す
が
、
島
唄
は
、
地
域
の
行
事
や
小
・

中
学
校
で
歌
っ
た
り
、
踊
っ
た
り
す
る
こ
と
が

あ
り
、
知
っ
て
い
る
も
の
も
あ
り
ま
し
た
。
そ

の
歌
詞
の
意
味
が
少
し
分
か
っ
て
う
れ
し
か
っ

た
で
す
。
今
度
歌
う
機
会
が
あ
れ
ば
、
も
っ
と

詳
し
く
知
り
た
い
と
思
い
ま
し
た
。
」

「
仮
に
僕
が
生
き
て
い
る
こ
の
時
代
の
中
で
永

良
部
が
い
き
な
り
日
本
か
ら
切
り
離
さ
れ
、
日

本
国
で
は
な
く
、
ど
こ
か
異
国
の
地
に
な
っ
て

し
ま
っ
て
も
、
恐
ら
く

こ
の
真
実
を
受
け
止
め

る
こ
と
は
で
き
な
い
で

し
ょ
う
。
で
す
が
、
そ

の
中
で
も
希
望
を
捨
て

ず
に
復
帰
の
歌
を
歌
い

続
け
た
、
昔
の
奄
美
群

島
の
住
人
の
人
た
ち
は

何
回
も
言
い
ま
す
が
、

と
て
も
す
ご
い
と
思
い

ま
し
た
。
」

県
総
合
体
育
大
会
報
告
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陸
上
部
紹
介

 (

部
長  

重
村 

勇
己)

　
　
最
優
秀
賞
お
め
で
と
う
　

60

PTA

LHR
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東 

き
よ
ら
さ
ん 

南
九
州
大
会
へ
　バ

ド
ミ
ン
ト
ン
男
子
団
体
３-

２
鹿
実
　
０-
３
鹿
児
島
　
個
人
４
回
戦
進
出

　
　
　
　
　
　
女
子
団
体
０-

３
鹿
屋
　
個
人
３
回
戦
進
出

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
男
子
団
体
０-

３
甲
南
　
個
人
３
回
戦
進
出

　
　
　
　
　
　
女
子
団
体
２-

１
高
専
　
０-

２
鹿
女
子
　
個
人
２
回
戦
進
出

バ
ス
ケ
ッ
ト
　
男
子 

　  -

　
錦
江
湾
　
　 -

　
樟
南

　
　
　
　
　
　
女
子  

　 -

　
串
良
商
　
　 -

　
鹿
屋

ボ
ク
シ
ン
グ
　
個
人
２
回
戦
進
出

サ
ッ
カ
ー
　
　
１-

０
吹
上
　
　
Ｐ
Ｋ
７-

８
玉
龍

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
男
子 

２-

１
指
宿
　
０-

２
樟
南
　
女
子 

１-

２
鹿
中
央

弓
　
道
　
男
子
個
人
予
選
２
名
通
過
　
　
女
子
団
体
・
個
人
予
選
敗
退

空
手
道
　
団
体
組
手
３
回
戦
進
出
　
個
人
形
準
決
勝
進
出
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